
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「浜名湖」が、まだ形になっていない大昔。こ

の地は天竜川の河口だったといいます。天

竜川の起点である諏訪湖の氷上で寝ていた

人が、目覚めたら浜名湖にいたという伝説も

神秘的で興味深い。（水） 

浜名湖クラブも法人化してはや 1 年！ 

地域資源と戯れながらの日々は、走馬 

灯のごとくだが、1 度限りの知識習得 

ではなく、再び、じっくりと、五感で 

味わうことが大切だと思う。（建） 

本
会
報
誌
企
画
「
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
会
員
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
」
と
し
て
、
会
員
さ
ん
を
紹
介
を
し
ま
す
。
所

属
す
る
会
社
の
紹
介
、
歴
史
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
。
参
加
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
の
活
動

紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
な
ど
。
個
人
で
自
分

史
的
な
掲
載
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

浜名湖クラブ会員名簿 

正会員 法人・団体 

須山建設株式会社 

綜合警備保障株式会社 

西日本電信電話株式会社 

浜松信用金庫 

フロイント産業株式会社 

株式会社ユーシン 

株式会社太平エンジニアリング 

株式会社浜名湖国際頭脳センター 

メディアミックス株式会社 

正会員 個人 

内田 重男  水島 加寿代  宮角 良介  徳山 博于  上田 芳伸 

鈴木 建也  中村 公之    内山 正子  高橋 秀樹  近藤 良夫 

堀田 孟 

賛助会員 個人 

和泉 潤 

荒木 信幸 

中村 保 

常吉 俊宏 

椙村 春彦 

立元 稔章 

中川 貞夫 

浅沼 宏和 

藤田 明宏 

内野 浩三 

前田 修 

鈴木 啓三 

佐口 征男 

桑追 仁志 

宮地 純夫 

柳原 一貴 

宇佐見 靖 

中西 敬宏 

高橋 孝子 

熊田 博仲 

久米 司郎 

山口 悦子 

村松 貴通 

池冨 蓉子 

岩井 久考 

下石 鐵夫 

古橋 武司 

小杉 邦雄 

伊藤 賢 

河島 清子 

竹内 義臣 

桑原 連吉 

石川 純 

岡田 剛 

関 伸一 

高山 守人 

守屋 憲一 

齋木 英夫 

溝口 久 

中野 眞 

外山 晴一 

佐竹 玄吾 

金田 国久 

中山 千恵子 

鈴木 卓司 

徳山 清子 
(家族会員) 

賛助会員 法人・団体 

中日新聞東海本社 

※住所、連絡先、担当者様などが変更となる場合は事務局までご連絡下さい。 

平成 25 年 6 月 28 日現在 順不同 敬称略

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
浜
名
湖
か
ら
も
冬
場
の
晴
れ
た
日
に
は
富
士

山
が
見
え
ま
す
。
雄
踏
側
か
ら
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
ク
に
渡
る
橋
か
ら
、
北
東
方
向
に
浜
名
湖
と

富
士
山
を
一
緒
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ

は
そ
れ
は
素
晴
ら
し
く
、
す
が
す
が
し
い
気
分
に

な
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
富
士
山
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
環
境
を
守
り
、
受
け

継
ぐ
人
々
を
育
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
浜
名
湖
も
こ
う
し
た
気
運
が
盛
り
上
り
、
私

た
ち
の
大
切
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
建
也 
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■
浜
名
湖
ク
ラ
ブ 

総
会
に
て
議
案
可
決 

 

地
域
資
源
再
発
見
事
業
と

会
員
交
流
会
を
強
化

 

２
０
１
３
年
５
月
２
５
日
（
土
）
、
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
コ

ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
名
湖
ク
ラ
ブ

総
会
を
開
催
し
、
鈴
木
建
也
議
長
の
も
と
議
事
が
議
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。 

 

平
成
２
４
年
度
は
情
報
発
信
事
業
、
五
感
体
験
事
業
を
重

点
的
に
行
っ
た
。「
浜
松
・
浜
名
湖
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
２
」
を
実
施
し
た
り
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像

を
通
じ
て
浜
名
湖
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
た
り
、
浜
名
湖

周
辺
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
平
成
２
５
年
度 

も
こ
う
し
た
事
業
を 

引
き
続
き
企
画
・
実 

施
し
て
い
く
こ
と
は 

も
ち
ろ
ん
、
会
員
同 

士
が
さ
ら
に
互
い
を 

知
り
合
い
、
仕
事
や 

趣
味
に
協
働
で
き
る 

き
っ
か
け
づ
く
り
と 

し
て
、
会
員
交
流
会
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
。 

 

◆
ベ
ン
チ
ャ
ー
開
発
へ
の
ヒ
ン
ト 

河
村
傳
兵
衛
氏
講
演
会 

総
会
後
は
、
記
念
講
演
会
で
、
株
式
会
社
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｏ

Ｎ
代
表
の
河
村
傳
兵
衛
氏
を
お
招
き
し
、「
新
産
業
を
興
す
」

と
題
し
、
ご
講
演
頂
い
た
。
河
村
氏
は
、
静
岡
の
地
酒
が
全

国
か
ら
高
評
価
を
受
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
『
静
岡
酵

母
』
の
開
発
者
。
近
年
は
微
生
物
発
酵
茶
を
開
発
し
注
目
を

集
め
て
い
る
。 

河
村
氏
は
「
美
味
し
い
酒
と
は
、
香
り
が
さ
わ
や
か
、
味
は

き
れ
い
で
ま
る
い
。
食
事
中
に
飲
む
も
の
な
の
で
、
料
理
を

お
い
し
く
さ
せ
、
酔
い
ざ
め
が
い
い
こ
と
が
特
徴
。
作
り
方

の
ポ
イ
ン
ト
は
原
料
米
を
厳
選
す
る
こ
と
。
米
洗
い
で
始
ま

り
、
袋
洗
い
で
終
わ
る
酒
造
り
を
徹
底
す
る
こ
と
」
と
解
説

し
、
新
技
術
は
、
合
理
的
に
多
く
作
れ
る
も
の
が
開
発
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
私
は
「
美
味
し
い
酒
が
で
き
る
米
で
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。 

 

微
生
物
発
酵
茶
に
つ

い
て
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン

レ
ス
の
茶
製
造
を
考

え
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
。
微
生
物
培
養
か

ら
カ
テ
キ
ン
の
分
解

を
発
見
し
、
微
生
物
発

酵
茶
の
製
造
へ
と
発

展
。
生
葉
の
酵
素
を
利

用
し
て
、
色
、
香
り
、 

味
を
作
る
。「
美
し
い
色
と
美
味
し
い
味
わ
い
は
も
ち
ろ
ん
、

医
薬
品
と
し
て
の
価
値
が
出
て
く
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
」
と
話
し
、
製
造
技
術
は
リ
バ
ー
ソ
ン
の
特
許
で
、
こ
の

技
術
の
希
望
者
に
は
、
契
約
終
結
後
に
技
術
移
転
を
す
る
と

い
う
。
ま
た
、
河
村
氏
は
「
補
助
金
を
頼
る
と
開
発
速
度
が

遅
く
な
り
、
情
報
漏
洩
に
繋
が
る
た
め
、
あ
て
に
し
な
い
。

研
究
費
は
あ
く
ま
で
自
己
資
金
と
銀
行
融
資
」
と
ベ
ン
チ
ャ

ー
と
し
て
の
姿
勢
を
語
っ
た
。 

講
演
会
後
は
、
河
村
氏
を
囲 

ん
だ
交
流
会
を
開
催
。
会
員 

や
一
般
参
加
者
は
、
河
村
氏 

か
ら
、
酒
や
茶
の
開
発
秘
話 

を
聞
き
、
互
い
の
親
睦
を
深 

め
た
。 

 

↑当日、試飲した傳兵衛氏関連の商品 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員
交
流
会 

「
浜
名
湖
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

第
２
弾
」 

約
６
０
名
の
方
々
が
在
席
す
る
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
。
会
員
同
士
の
交
流
の
為
、
ま
た
皆
さ
ん
が
お

持
ち
の
様
々
な
情
報
を
共
有
す
る
為
に
、
毎
回
、
会
員
、
浜
松
・
浜
名
湖
に
思
い
を
寄
せ
る
方

を
ゲ
ス
ト
に
、
話
題
提
供
し
て
も
ら
い
、
関
心
事
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。 

春・夏の風物詩として知られ、数十年間続いてきた浜名湖の

潮干狩りが、アサリの不漁により今年は全域で“過去に経験

のない中止”となった。シーズン中は５万人以上が訪れる“観

光漁業”として定着していた。弁天島海開き花火大会も、50

回目の節目を迎える今年で終了することが決定した。弁天神

社の祭礼の奉納花火として明治 40 年ごろから始められたも

ので、約 100 年の歴史があり、夏の花火大会としては東海

地方で最も早く、本格的な夏の訪れを告げる恒例行事として

会員交流会 

「会員ＺＯＯＭ 第３弾」 
 

■日時  平成２５年７月３１日 １８時３０分-１９時３０分 
■会場  鴨江別館 浜松市中区鴨江町１番地 
■参加費 会員 １，０００円、一般 １，５００円 
■話題提供者  賛助・個人会員 岡田剛さん 
        一般 はままつシャツ 水野さえ子さん 
 ※話題提供の後は、軽飲食を用意し、交流会を開催します。 
 ※参加費に飲食代は含まれています。 
 

岡田さんは、島根県松山から静岡大学に進学され、当時関心のあった化学工学を専攻。卒業後、日揮㈱というエネルギー

プラントの計画・設計から工事までを手がけるエンジニアリング会社に勤務され、長年、海外プロジェクトのマネジメン

トに従事されてきました。今回は、企業人時代の様々な経験談や浜名湖についての関心事をお話いただきます。退職後の

現在は、大手企業の管理職者向けプロジェクトマネジメント研修の講師としてご活躍。囲碁とゴルフ、モデルシップが趣

味。 

 

「はままつシャツ」とは、地元浜松の産業である遠州織物を使い、地元の作家さんたちが、各自それぞれオリジナルデザ

インに仕立てたシャツ。平成２２年の暮れ、「浜松は繊維の街なのに、どうして形になっているものがないの？」と、服飾

デザイナー水野さえ子さんが発起人となり、「はままつシャツ」の活動をスタート。現在、「遠州はままつを繊維の街から

シャツの街へ」という合言葉の元、作りたい人、支えたい人、伝えたい人が集まり、「はままつシャツ部」を創設し、販売

イベント等を開催している。そこで、７月の会員交流会で、水野さんをゲストとしてお招きし、発起のいきさつや活動の

様子、今後の夢などを語って頂く。 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報 

「
今
切
れ
の
渡
し
」 

 

浜
名
湖
周
辺
の
観
光
協
会
・
団
体
な
ど
が
主
催
と
な
り
、
新
居
と

舞
阪
の
宿
場
を
渡
し
舟
で
結
ぶ
「
今
切
の
渡
し
」
が
、
今
年
の
４

月
か
ら
１
０
月
ま
で
運
行
中
。 

「
今
切
の
渡
し
」
は
、
現
在
の
様
に
道
路
や
鉄
橋
が
ま
だ
無
か
っ

た
時
代
、
こ
の
両
宿
場
を
行
き
来
す
る
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
っ

た
。 

今
年
の
４
月
末
に
こ
の
今
切
れ
の
渡
し
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
、

地
域
の
団
体
の
一
員
と
し
て
参
加
。
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年

「
新
居
宿
巡
り
」
、「
西
区
ま
ち
歩
き
・
舞
阪
コ
ー
ス
」
で
両
宿
場

を
訪
れ
、
そ
の
魅
力
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ

に
こ
の
渡
し
舟
で
両
宿
場
を
繋
ぐ
こ
と
は
、
新
た
な
価
値
を
生
み

そ
う
だ
。 

船
は
、
１
０
名
が
乗
船
出
来
る
大
き
さ
で
、
浜
名
湖
の
風
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
湖
面
に
手
の
届
き
そ
う
な
位
距
で
、
今
切

口
の
辺
り
で
は
海
水
の
流
れ
が
急
に
荒
く
な
り
少
し
緊
張
感
を

感
じ
ら
れ
、
そ
の
緊
張
も
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。 

昨
年
は
、
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
で
何
度
か
船
に
乗
る
機
会

多
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
浜
名
湖
が
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
船
に

乗
る
機
会
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
。
私
た
ち
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
方
か
ら
来
た
知
人
や
友
人
が
来
浜
し
た
時
に
は
、
是
非
一
度
乗

船
を
し
て
も
ら
い
、
新
居
宿
、
舞
阪
宿
を
散
策
し
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
。 

五感体験教室 

「体験！たきや漁」 
 

■日  時 平成２５年８月９日  

■集合時間 １８時３０分 

■集合場所 たきや漁・貝瀬渡し乗船場(浜名漁協雄踏支所) 

■アクセス 車：雄踏支所前に駐車場がございます。 

      電車：舞阪駅より送迎ﾀｸｼｰ用意します。 

       ※申込時、ﾀｸｼｰ利用の事お申し付け下さい。 

■参 加 料 会員：9,000 円、10,000 円(タクシー利用者) 

      一般：10,000 円、11,000 円(タクシー利用者) 

      ※たきや漁体験後、筏での飲食代を含みます。 

■内  容 (1)たきや漁体験、(2)お食事・歓談 

      アルコール、軽食などをご用意しております。 

      ノンアルコールビール、ソフトドリンクもあります。 

■持 物 等 漁の出来る格好でご参加下さい。 

夜は冷える可能性もありますので、各自対応を 

お願いします。その他、天候不良による中止の 

ご連絡は、当日の午後 1時までにご連絡いたします。 

く親しまれてきた。たきや漁は水

中灯を照らし、その光に集まって

くる魚やエビをもりで突く漁法

で 100 年以上の歴史がある。現

在は「たきや遊船」という観光漁

として、採れたての幸を湖に浮か

ぶ船の上で調理して味わうこと

もでき、人気を集めている。 

カ
ー
リ
ー
ス
昭
和
㈲ 

参
与 

竹
内
義
臣 

さ
ん 

自
動
車
リ
ー
ス
業 

 

商
用
車
の
自
動
車
リ
ー
ス
、
自
動
車
保
険
、
レ
ン
タ
カ
ー
業
務
等
を
行
う
カ
ー
リ
ー
ス
昭
和

有
限
会
社
は
、
昭
和
４
１
年
の
創
立
。
そ
れ
以
前
か
ら
自
動
車
修
理
を
メ
イ
ン
に
行
な
っ
て
お

り
、
自
分
は
営
業
と
し
て
受
注
台
数
を
増
や
そ
う
と
、
各
地
の
企
業
団
地
を
周
り
、
無
料
点
検

を
申
し
入
れ
た
り
、
他
社
と
比
較
し
た
年
間
経
費
を
デ
ー
タ
に
し
て
保
守
契
約
を
結
ん
だ
り
し

て
飛
び
回
っ
た
。
社
内
で
は
、
作
業
計
画
書
を
作
り
、
法
人
車
両
点
検
を
合
理
的
に
回
す
方
法

を
検
討
し
た
。
そ
の
後
、
社
長
と
私
の
二
人
で
リ
ー
ス
業
を
ス
タ
ー
ト
。
浜
松
の
法
人
企
業
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
半
年
間
で
６
６
５
社
を
回
っ
た
。
受
付
で
門
前
払
い
を
受
け
る
こ
と
も
多

か
っ
た
が
、
次
に
訪
ね
た
と
き
は
、
訪
問
企
業
の
社
長
に
「
三
分
話
を
聞
い
て
」
と
直
談
判
。

当
時
は
リ
ー
ス
を
行
う
と
こ
ろ
は
少
な
く
車
を
借
り
る
感
覚
を
嫌
う
企
業
も
多
か
っ
た
。 

し
か
し
一
度
理
解
し
て
も
ら
え
ば
、
契
約
は
早
か
っ
た
。
リ 

ー
ス
は
景
気
が
良
く
な
れ
ば
借
り
替
え
て
く
れ
る
。
景
気
が 

悪
く
な
る
と
、
リ
ー
ス
期
間
が
終
了
し
て
も
引
き
続
き
使
用 

し
て
く
れ
整
備
の
利
益
に
も
繋
が
る
。
お
客
様
の
立
場
か
ら 

も
、
経
費
節
約
に
な
り
、
車
の
安
心
安
全
が
保
証
さ
れ
て
い 

る
の
で
、
当
社
も
お
客
様
企
業
も
喜
び
に
繋
が
る
こ
と
が
、 

リ
ー
ス
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
長
年
、
営
業
に
従
事
し
て 

き
て
感
じ
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
企
業
を
訪
ね
、
各 

社
の
ト
ッ
プ
た
ち
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
勉
強
に
な 

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
の
話
を
吸
収
し
、
他 

社
で
話
を
す
る
と
、
い
つ
し
か
「
竹
内
が
何
か
い
い
話
を
し 

て
く
れ
る
の
で
は
」
と
、
待
ち
構
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ 

た
。
こ
れ
は
非
常
に
有
難
い
こ
と
で
、
営
業
マ
ン
冥
利
に
つ
き
る
。 

㈱
昭
和
自
動
車
商
会 

高
山
守
人 

さ
ん 

自
動
車
車
検
、
板
金
、
新
車
・
中
古
車
販
売
＆
サ
ー
ビ
ス 

 

私
は
現
在
、
昭
和
自
動
車
商
会
が
二
年 

前
に
立
ち
上
げ
た
福
祉
車
両
販
売
に
従 

事
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
当
社
の 

二
代
目
社
長
が
「
社
会
的
に
貢
献
で
き 

る
仕
事
を
し
た
い
」
と
始
め
た
事
業
。 

リ
フ
ト
付
き
な
ど
特
殊
車
両
の
修
理
を 

受
注
し
、
そ
の
間
は
代
車
を
無
料
提
供 

す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ
、 

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

今
後
の
目
標
と
夢
は
、「
十
年
、
十
五
年 

経
っ
て
も
安
心
し
て
使
え
る
車
を
提
供 

で
き
る
整
備
工
場
」
を
充
実
さ
せ
る
こ 

と
。
一
般
的
に
、
自
動
車
整
備
で
「
あ
の
工
場
に
頼
み
た
い
」
と
い
う
感

覚
を
持
つ
人
は
少
な
い
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
、
き
れ
い
で
応
対
が
い
い
と

こ
ろ
に
行
く
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
こ
の
車
を
、
こ
ん
な
理
由

で
、
こ
の
よ
う
に
修
理
し
た
」
と
き
っ
ち
り
伝
え
、
お
客
様
に
安
心
し
て

長
年
乗
っ
て
頂
く
整
備
工
場
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
、
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。 

私
は
二
年
前
に
浜
松
に
来
た
。
浜
松
は
世
界
に
名
高
い
大
企
業
発
祥
地
で

あ
り
、
家
康
が
出
世
し
た
土
地
で
も
あ
る
。
し
か
し
地
元
の
良
い
と
こ
ろ

を
、
地
元
の
人
が
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
が
多
い
。
も
っ
と
声
を
大
に
し

て
、
地
元
の
魅
力
を
発
信
し
て
も
い
い
の
で
は
と
感
じ
、
浜
名
湖
ク
ラ
ブ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
個
人
的
な
趣
味
は
釣
り
。
ま
た
戦
車
好
き
な
知
人
の

影
響
で
、
三
ヶ
日
猪
鼻
湖
に
終
戦
時
沈
め
ら
れ
た
戦
車
の
引
き
上
げ
計
画

に
も
賛
同
し
た
。
ま
た
最
近
の
関
心
事
は
、
い
じ
め
に
よ
る
欝
で
苦
し
む

子
供
達
が
多
い
こ
と
。
人
間
関
係
の
希
薄
さ
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
直
し

て
い
く
活
動
に
、
何
か
自
分
も
協
力
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

㈱
テ
ィ
ー
ケ
イ
ワ
ン 

代
表
取
締
役 

高
橋
秀
樹 

さ
ん 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業 

 

当
社
は
二
〇
〇
五
年
の
設
立
。
シ
ス
テ
ム
構
築
、
イ
ン
フ
ラ
構
築
な
ど
を

主
に
、
最
近
は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
開
発
を
着
手
し
始
め
た
。
長
野
県
飯
田

市
出
身
。
山
奥
な
の
で
、
と
て
も
海
に
憧
れ
て
、
海
の
近
く
の
地
域
を
放

浪
し
て
い
る
。
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
当
時
電
算
化
が
進
み
始

め
た
時
期
で
、
図
書
館
の
貸
出
シ
ス
テ
ム
を
作
る
仕
事
に
携
わ
り
、
大
変

楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。 

十
年
ほ
ど
前
か
ら
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
開
発
を
海
外
へ

外
注
に
出
す
企
業
が
増
え
た
。
私
が
勤
め
て
い
た
会
社
も
上
海
や
北
京
な

ど
に
委
託
し
て
い
た
が
、
品
質
管
理
に
と
て
も
苦
労
し
た
。
「
こ
れ
な
ら

自
分
た
ち
で
開
発
し
た
ほ
う
が
安
い
。
海
外
に
外
注
す
れ
ば
安
く
作
れ
る

と
い
う
嘘
を
証
明
し
た
い
」
と
独
立
。
設
立
当
初
は
地
元
浜
松
の
大
手
企

業
の
仕
事
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン

以
降
は
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
理
事
長
の

上
田
芳
伸
先
生
と
出
逢
っ
た
こ
と
が
転
機
と
な
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
講
義
を
受
講
し
、
情
報
感
度
を
上
げ
て
い
な
い
自
分
に
気
づ
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
以
来
、
日
経
流
通
新
聞
な
ど
を
読
み
、
情
報
収
集
に
努
め
た
と

こ
ろ
、
新
た
な
仕
事
を
頂
け
る
よ
う
に
な 

り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
先
述
の
と
お 

り
、
山
育
ち
の
私
は
、
小
学
校
の
遠
足
で 

始
め
て
浜
名
湖
の
潮
干
狩
り
を
体
験
し
、 

貝
を
食
べ
た
思
い
出
を
鮮
明
に
覚
え
て
い 

る
。
そ
の
と
き
の
経
験
や
味
覚
を
忘
れ
ら 

れ
な
い
。
浜
名
湖
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
、 

海
の
な
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
子
供
達
を 

招
待
し
て
、
潮
干
狩
り
な
ど
を
体
験
さ
せ 

る
よ
う
な
授
業
を
す
る
の
も
い
い
の
で
は 

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

お
問
合
先 

 

弁
天
島
遊
船
組
合 

 

チ
ラ
シ
を
浜
名
湖
ク
ラ
ブ

の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
ま

す
。 

ブ
ロ
グ
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